
人生のある日　突然目が見えなくなったら、 みなさんはどうしますか

み

0-1　中途視覚障害者と社会の現状 0-3　中途視覚障害の声

平成28年の視覚障害者数（身体障害者手帳所持）は、

31万 2千人である。

しかし、潜在的な人数は 164 万人とはるかに上回る

想定がされている。

その 90%以上が「中途視覚障害」であり「弱視」である。

31 万 2 千人

164 万人

中途視覚障害
・
弱視

視覚障害者

潜在的な
視覚障害者

148 万人以上

0-2　弱視者の空間把握の仕方

全体的にぼんやりと白くモヤがかかり、光（照明）と色の

区別ができる程度に見える。音声に頼って生活する。

 【 空間把握の方法 】：音声や手足から得る情報が多い。

・音 ー大小、方向、反響

・におい                     etc...

・光 ー照明の設置方向

・質感 ー床材、壁材

4名の中途視覚障害者へのヒアリング調査よりー平成 28年の厚生労働省のデータ、日本眼科医会の調査より

” 障害のある生活を受容できる” ように寄り添う体制と

管理が必要である。

暮らしを維持しながら日中は外で活動したい

視覚障害者のニーズ

に応え、

0-4　支援に求められること

0 中途視覚障害

おのづのままに愁へなく ー 

人生という” みち” の途中で 目が見えなくなっていく。

はっきりと見えていた” みち” が だんだんと朧げになっていく。

自身の身体感覚を拠り所に

「知覚」という手法を使うことで、

” みち” がはっきりとひらく。

コトバの栞と共に、

日本の 10人に 1人

- 中途視覚障害者のための暮らし場の提案 -

いい音色

音と風が気持ちいい～

今日は
お菓子づくりにチャレンジ！

今日もはたらき場
賑わってるね

拡大機はこう使うんだ～

よし、今日も働くぞ～！

この物語
素敵だわ～

ただいま

今日のメニューは
カレーだな！

そろそろご飯できるよ

わ～いい匂いする！
食べに降りよう！

夕食にこの玉ねぎ使おう

土が湿ってる
雨降ったのかな、水やりしたのかな

今日もひろばは
子供が遊びに来てるね

この布の生地感好きだわ

ねえママ、
カラフルだよ

今日もいっぱいお話できた

ただいま

あ、ホールだ

私のお家♪

あ、向かいの
子供たちがバスケットしてる

おかえり

おつかれさま！

いってらっしゃい

今日も車いっぱい走ってるね

　　

“見えなくても生き生きと暮らしている人もいるよ”

　　　　　　　　
“中途失明による精神的不安が大きかったな”

“どんどん出来なくなって悔しかったなあ”

　　　

　

　“外国ってバリアフリーの概念無いんですよ”

　“バリアフリー住宅が意外と障害になるときもある”

“スマホも実は使えるんです”

ち ひ ら き



支援施設

フワッ

ジャッ
　ジャッ

屋根

屋根骨組み

【高機能フッ素樹脂 ETFE フィルム クッションタイプ】
：耐候・防汚性に優れ、高い透明性を保つ。

  中に空気の入る空気膜構造とする。

【ウェンジ】
：黒色系の木材。高強度で衝撃や曲げに強い。

ピカッ
アッ

ムコウ

ル・コルビュジエが考案した、

建築の基準寸法システムの「モデュロール」

ひじを曲げて壁を触る

手の高さは 1200mm とし、

その際のヒトが支配する

幅は 800mm とする。

1 歩幅が 600mm とし、

10 歩（6m）を基準とする。

壁を伝っている時 普通に歩いている時

視覚障害者に置き換える

a. b.

みち
働きみち

【共同空間をゆるくつなぐ】
：白色系のコルク材の床で、共同空間に色鮮やかさのある壁にする

  ことで、ゆるく切り替えを行う。

【床材の切り替え・外気】
：みちから、床材を切り替えることで各仕事場への

みちがわかれる。外の広場と接し、外気が抜ける。

柱
【スギ】
：柔らかく芳香があり、よく触る内側の材に使用。

【ヒノキ】
：光沢、耐朽・耐水湿性があり、外側の材に使用。

【でこぼこ】【ふわふわ】【ザラザラ】etc...
：様々な質感にすることで、場所や個室を判別。

　スリットの入れ方で、光の線をコントロール。

壁

(2) 壁の素材

(3) 床の素材

(1) 光の方向

床の素材が切り替わることで、
空間の切り替わりが知覚できる。

壁の素材が切り替わることで、
空間の切り替わりが知覚できる。

天井の光の筋で、ホールの
中心部が知覚できる。

2-3　　4つの「知覚」

光の筋

匂い

音　

質感　

+
天井・壁・床

反響・音楽・リズム
・足音・まちの音

キッチン・
パン屋・ごはん屋

壁・床・家具・風

弱視者のもつ「わずかな視覚、聴覚、触覚、嗅覚」が空間把握に影響を与える。

ー中途視覚障害者へのヒアリング調査より

わずかな視覚

聴覚

触覚

嗅覚

照明の明るさは感じる

床材の違いから部屋を把握

音の反響で空間を感じる

車の走る向きで方角が分かる

風の通り抜けで建物を感じる

食べ物のいい匂いがすると

“ここだな”って分かる

視覚障害者がこの暮らし場では白杖を使用せずに歩行する。
よって、歩くための「みち」にはさまざまな知覚の工夫がされている。

見えない人のための空間なのに複雑そう！？

見えづらい人は視覚以外の様々な感覚を使ってこの暮らし場で過ごします。
なので、この複雑なように見える知覚がある空間がこの提案のポイントなのです。

手がかりになるものがないと、
どこに進んだら良いかわからない・・・

ヒアリングをもとに、手触りや音の反響などを
手がかりに場所の把握を行える計画としている。

知覚

×

素材

知覚　

×　

身体寸法　

1-2　コンセプト

単にユニバーサルなスムーズさではなく、
人それぞれのラフネスなケア空間が確立された暮らし場。

身体寸法に加え、動いた際の知覚を取り入れ、「居住・支援・就労・活動」がまちぐるみで完結できるような

居住 支援 就労 活動

ケア

“ 見える人も、見えない人も、見えづらい人も

　　　一緒に過ごせる生き生きと暮らせる場 ”

1-1　コンセプトダイアグラム

支援施設単なる支援施設での

リハビリだけでなく、
その周辺に

既存の支援施設に加えて、

「就労・視覚障害者のためのすまい・活動（晴眼者も含む）」を付加させる。

ここでは、生活は維持しながらも、

日中は外で働きたいという中途視覚障害者の

ニーズに応える。

楽只小学校が廃校になることから、

出勤前の朝や、勤務後の夕方に晴眼者が

自身のスキルアップのために訪れる。

視覚障害者との関わりを持つきっかけに。

2-1　支援施設に対して付加させる機能

楽只小学校

↓
おとな学校

視覚障害者施設
（既存施設）

京都ライトハウス 千
本
通

支援 ＋ 就労 すまい 活動

支援

就労 すまい

活動

就労 ・  すまい

活動

1 提案概要　”中途視覚障害者が暮らすには、  ” 2 全体計画　”みちひらく暮らし場  ”

①　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　　　　　③

働く世代にとって、中途失明は「働けるのか、生活できるのか」という精神的不安要素が深刻である。

特に初めは、視覚障害に対する知識不足などから外に出るのが怖い、リハビリに足が進まないといった人が多い。
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光 音 質感匂い

弱視者の内側弱視者の周り弱視者が難しいと感じ、離れるもの 弱視者の外側

対象敷地の生かしたい部分
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音

はたらき場へ
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コミュニケーション

だんだん床が高くなる

高低差がある
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音
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